









































































































山フロントよりも前弧側にそれとはぼ平行に分布している･ Hacker et al･ (2003a, b)の推定による,スラ























































内地震について､ DD法による高精度の震源決定､ p波初動極性によるメカニズム解の決定､ DDトモグ
ラフィ法による3次元地震波速度構造の推定を行った｡
まず､沈み込む太平洋プレートの位置･形状を､震源とメカニズム解の空間分布の情報を用いて推定し
た｡得られた位置･形状に基づいて､スラブ内地震を詳細に調査した結果､二重深発地震面の上面の地震
が､スラブ表面の等深線の70-90knの範囲に､それとはぼ平行な帯状の震源の集中域(上面地震帯)を
形成することを見出した｡この上面地震帯の深さ範囲は､実験的･理論的に推定されている地殻内の含水
鉱物の脱水分解の深さとおおよそ一致する｡さらに､島弧会合部では､この上面地震帯が深さ80-120km
へと局所的に深くなることを見出した｡その原因を探るため､マントルウェッジの構造を調べた結果､ス
ラブ直上のマントルウェッジに,地殻の速度を持っ物質が分布していることを明らかにした.この物質は､
沈み込んだ千島前弧スリバーの地殻であると解釈され､それが太平洋プレートに覆いかぶさっているため､
マントルウェッジからの加熱が妨げられ､この地域で局所的に低温となり､従って脱水分解する深さも局
所的に深くなる｡このことが､上面地震帯がこの地域で局所的に深くなることの原因であるとした｡これ
らは脱水脆性化モデルを強く支持する観測事実である｡
以上のように､北佐枝子提出の論文は､スラブ内地震の発生機構を理解する上で重要な貢献をしました｡
これは同人が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している｡よって
北佐枝子提出の博士論文は､博士(理学)の学位論文として合格と認める｡
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